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キンメダイ 南インド洋 
（Splendid alfonsino, Beryx splendens） 

 
写真提供：大洋エーアンドエフ（株） 

 

最近の動き 

南インド洋公海域において、キンメダイは中層・着底のトロ
ール漁業によって年間およそ 3,000 トンから 5,500 トン程度が
漁獲されており、日本による漁獲量はそのうちおよそ 200 ト
ンから 2,400 トン程度を占めている（図 1、表 1）。2012 年に
南 イ ン ド 洋 漁 業 協 定 （ Southern Indian Ocean Fisheries 
Agreement：SIOFA）が発効し、日本は 2014 年に批准した（亘
ほか 2017）。2020 年には SIOFA 科学委員会においてキンメ
ダイの資源評価が行われたが、管理措置の策定には至っていな
い。 

利用・用途 

冷凍ラウンドの形状で主に加工材料として水揚げされ、干物、
煮付け等として販売されている。 

漁業の概要 

南インド洋の公海域においては、東西の広い範囲が底魚漁業
の漁場として利用されている。1970 年代には、旧ソ連による
調査操業、比較的浅い海域における手釣り漁業（Bensch et al. 

2009）が行われ、また 1977 年、1978 年には日本の漁船 2 隻
による開発操業が行われた。1980 年代に旧ソ連が商業的なト
ロール操業を開始し（Bensch et al. 2009）、キンメダイのほか
にロウソクチビキ類やメダイ類を主に漁獲していた（Ingole 
and Koslow 2005）。その後には、大規模なオレンジラフィ漁
場の開発等の変遷を経て様々な国籍の漁船が同海域で操業し、
近年ではキンメダイ・オレンジラフィを主対象とする中層・着
底のトロール漁業が主体となっている（Bensch et al. 2009、亘
ほか 2017）。 

日本の漁船では、年によって 1～2 隻がキンメダイを主な漁
獲対象として中層トロール操業を行っているが、2018 年以降
は 1 隻のみとなっている。これらの船はマダガスカル海嶺、南
西インド洋海嶺、東経 90 度海嶺周辺の海山群を漁場として利
用し、キンメダイのほかにミナミクサカリツボダイやクロシビ
カマス、ミナミクロメダイ、ナンキョクメダイ等を漁獲してい
る（Delegation of Japan 2020）。日本船では他に、1 隻の底は
え縄船が SIOFA 海域内で操業することがあるが、その漁獲対
象はマジェランアイナメであり、キンメダイは漁獲していない
（Delegation of Japan 2020）。その他に、クック諸島のトロ

漁業国

海域 東 西 合計 東 西 合計

2009年 1,204 0 1,204 1,891 369 2,260 3,464

2010年 977 0 977 2,050 1,745 3,794 4,772

2011年 612 0 612 2,878 1,279 4,157 4,769

2012年 105 191 296 3,898 1,291 5,189 5,484

2013年 1,263 2 1,265 2,991 1,157 4,148 5,413

2014年 452 0 452 2,483 615 3,098 3,550

2015年 2,119 276 2,396 2,097 751 2,848 5,244

2016年 1,977 0 1,977 1,531 13 1,544 3,521

2017年 1,972 81 2,052 2,393 803 3,196 5,248

2018年 1,066 300 1,366 1,090 692 1,782 3,149

日本 日本以外
合計

図 1. SIOFA 海域における日本及び他国によるキンメダイ漁獲量の
経年変化 
データは Brandão et al.（2020）に基づく。2019 年の日本による
漁獲量は 1,653 トンだが、未公表の漁業国もあるため図には 2018
年までを示した。 

表 1. 日本及びその他の漁業国による海域別キンメダイ漁獲量（ト
ン） 
データは Brandão et al.（2020）に基づく。2019 年の日本による
漁獲量は 1,653 トンだが、未公表の漁業国もあるため表には 2018
年までを示した。海域は SIOFA における暫定的な管理単位に基づ
き、東経 80 度線を基準に東西に分けられている。 
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ール船がキンメダイ・オレンジラフィを主対象として操業して
いるほか（Delegation of the Cook Islands 2020）、2016 年ま
ではオーストラリアのトロール船がミナミクロメダイ、ナンキ
ョクメダイ等とともにキンメダイを漁獲しており（Delegation 
of Australia 2020）、2011 年から 2013 年には韓国船がキンメ
ダイ等を漁獲していた（Delegation of Republic of Korea 2020）。 

生物学的特性 

【分類】 
キンメダイ Beryx splendens は、キンメダイ目キンメダイ科

キンメダイ属の一種である。キンメダイ属には本種の他にナン
ヨウキンメ B. decadactylus とフウセンキンメ B. mollis が含ま
れる。南インド洋にはこの 3 種が分布するが、漁獲されるのは
キンメダイ・ナンヨウキンメの 2 種であり、フウセンキンメは
漁獲物中には確認されていない（平野ほか 2014、亘ほか 
2017）。北東インド洋ではフウセンキンメが大量に漁獲された
例がある（柳本・小林 2012）。 

ナンヨウキンメは体高や背鰭軟条数により他 2 種と容易に
区別できる。フウセンキンメはかつて、キンメダイと同一種と
して扱われることもあったが、形態的（Yoshino et al. 1999、
Yoshino and Kotlyar 2001）、遺伝的（Akimoto et al. 2006）な
相違が明らかになり、現在では別種とされている。フウセンキ
ンメは後鼻孔と鱗の形状、幽門垂や鰭条の計数形質によりキン
メダイと識別可能とされているが（Yoshino et al. 1999、
Yoshino and Kotlyar 2001、林 2013、池田・中坊 2015）、こ
の近縁 2 種を外見から区別することは容易ではない。 

 
【分布】 

キンメダイは大西洋、インド洋、太平洋の温帯から熱帯域に
分布し、大陸棚外縁、陸棚斜面や海山に生息する（水産庁 2008、
Shotton 2016）。本種の分布域はナンヨウキンメとほぼ重なり
（Shotton 2016）、フウセンキンメの分布域よりも高緯度まで
広がる（Yoshino and Kotlyar 2001）。 

本種は卵～幼魚期に表中層で浮遊生活を送る。秋元（2007a）
はいくつかの海域で漁獲された個体の最小尾叉長を元に、本種
が尾叉長 12～18 cm の間に着底すると推察した。さらに耳石
の微細輪紋が日輪であると仮定して、前述の尾叉長と微細輪紋
数の関係から浮遊期の長さは 150～300 日間と推定した（秋元 
2007a）。着底後は水深 200～800 m に多く生息し（Busakhin 
1982）、日没から日出の間に中層に鉛直移動して採餌すると考
えられている（Galaktionov 1984）。南西インド洋でも、夜間
に浮上して明け方に海底近くまで下降し、この鉛直移動の速度
は晴天時に速い傾向がみられる（蛯名ほか 2010）。 

 
【産卵】 

南インド洋におけるキンメダイの成熟・産卵に関する直接的
な知見はほとんどない（Shotton 2014b）。他海域での知見に
よれば、卵巣内に完熟卵が出現する尾叉長は 28～35 cm（大西 
1985、芝田 1985、Lehodey et al. 1997、秋元ほか 2005）、
50％の個体が成熟する尾叉長（FL50）は概ね 31～35 cm であり
（Lehodey et al. 1997、González et al. 2003、秋元ほか 2005、
Shotton 2016）、我が国沿岸における繁殖開始年齢は 4～5 歳

と推定される（秋元ほか 2005）。ただし FL50 は海域・研究ご
との違いも大きく、例えばチリの個体群では、40～44 cm と見
積もられている（Flores et al. 2012）。卵母細胞の発達様式は
非同期発達型であることから、一産卵期に複数回の産卵を行う
と考えられている（増沢ほか 1975、Alekseev 1986）。卵巣内
卵数は日本近海の体長 40 cm 前後の個体で 30～50 万粒（増沢
ほか 1975）、ニューカレドニア海域の尾叉長 34～40 cm の個
体で 27 万～38 万粒（Lehodey et al. 1997）と推定されている。
産卵期は海域によって異なるが（Flores et al. 2012）、日本近
海では夏に産卵すると考えられている（増沢ほか 1975、芝田 
1985）。 

 
【食性】 

南インド洋におけるキンメダイの食性に関する直接的な知
見はない。一般にキンメダイの主な餌生物は、ハダカイワシ類
等の中深層性魚類、イカ類、エビ類、オキアミ類であり（増沢
ほか 1975、Dürr and González 2002、堀井 2007）、成長に伴
い魚食傾向が強くなることが指摘されている（Dubochkin and 
Kotlyar 1989、堀井 2007、Horn et al. 2010）。天皇海山海域で
の胃内容分析によれば、オキアミ類、アミ類、ヨコエビ類、カ
イアシ類、翼足類、ハダカイワシ類、小型イカ類、海藻類が検
出され（井口 1973、奈須・佐々木 1973、柳本 2004）、成長
に伴いプランクトン食からマイクロネクトン食に移行する傾
向が示されている（Nishida et al. 2016）。南西インド洋でも、
大型個体の多い海山群では他の海山群と窒素・炭素の安定同位
体比が異なり、成長に伴う食性の変化を反映している可能性が
ある（平野ほか 2014）。仔稚魚の食性は不明である（亘ほか 
2017）。 

 
【捕食者】 

南インド洋における捕食者は不明である。日本近海ではサメ
類やイルカ類による食害が報告されており（亘ほか 2017）、
ナヌカザメの胃内容から記録されている（Taniuchi 1988）。そ
の他の海域ではシイラ（Varghese et al. 2013）、メカジキ（Clarke 
et al. 1995）、タスマニアクジラ（Best et al. 2014）等の胃内容
から記録されている。 

 
【系群】 

ミトコンドリア DNA の部分塩基配列分析では、大西洋とイ
ンド洋・太平洋の間、並びに、北大西洋内の一部海域間に遺伝
的分化が認められている。しかし、インド洋と太平洋間におけ
る遺伝的分化は認められず、大洋間で共通するハプロタイプが
検出されている（Hoarau and Borsa 2000、柳本ほか 2015）。
また、南西インド洋の海山群間でも遺伝的な分化は認められて
いない（蛯名ほか 2011）。SIOFA では暫定的に、南インド洋
のキンメダイ個体群を、東経 80 度を境界とする東西 2 つの管
理単位に分けて取り扱っている（SC Head of Delegations 
2020）。 

 
【年齢と寿命】 

本種の年齢は、耳石（扁平石）の輪紋（透明帯・不透明帯）
の年周性に基づいて推定されてきた（Massey and Horn 1990、
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Lehodey and Grandperrin 1996、Adachi et al. 2000、Rico et al. 
2001、明神・浦 2003、Santamaría et al. 2006、秋元 2007b）。
日本周辺での寿命は少なくとも 20 年を超え、耳石の年齢査定
による最高齢は 26 歳（明神・浦 2003）である（亘ほか 2017）。
南インド洋においても、耳石輪紋を用いた年齢査定が行われて
おり（Santamaría et al. 2006、平野ほか 2014、Brouwer et al. 
2020、Sawada and Okuda 2020）、南西インド洋では 16 歳（蛯
名ほか 2011）、南東インド洋では 25 歳の個体が記録されて
いる（Brouwer et al. 2020）。 

南インド洋における本種の成長曲線を推定した研究は複数
あるが（表 2）、大型個体のサンプルサイズの不足等によって
信頼性の低いものもある（平野ほか 2014、Nishida 2020）。
後述する SIOFA 科学委員会での資源評価においては、Brouwer 
et al.（2020）による推定結果が最も妥当なものとして使用さ
れた（Nishida 2020）。 

資源状態 

2020 年の SIOFA 科学委員会において、年齢構成プロダクシ
ョンモデルによる資源評価が行われた（Brandão et al. 2020）。
東西いずれの管理単位も、2018 年時点の産卵親魚量は初期資
源量の約 60％であり、MSY レベルよりも十分に高いと推定さ
れた。また、複数の漁獲シナリオを仮定した将来予測において
は、2018 年時点よりも 40％多い漁獲量が継続するというシナ
リオでも、10～20 年間は資源量が MSY レベルを下回ることは
ないとされた。ただし、年齢別選択率の推定に必要な体長組成
のデータがごく一部しか利用できない等、データの不足による
課題も指摘された。とくに、自然死亡率の値によって将来予測
の結果は大きく変化した。このような不確実性はあるものの、
現時点では最新の資源評価結果に基づいて、資源水準は高位と
判断した。推定された産卵親魚量の時系列によれば、とくに南
西インド洋の管理単位では 2009 年から 2018 年にかけてほぼ
一貫した減少傾向がみられるため、資源動向は減少とした。 

また異なる観点からの評価として、Shotton（2014a）は加入
当たり漁獲量を試算した。それによれば、漁獲開始年齢を 2.8
歳（標準体長 22 cm）から 8.4 歳（標準体長 35 cm）に引き上
げれば、漁獲量は 10 倍程度に増大すると計算された。 

管理方策 

SIOFA において、キンメダイをとくに対象とした保存管理措
置は現時点では存在しない。底魚漁業全体への管理措置
（SIOFA CMM 2019/-01）として、漁獲量・努力量を過去の平
均レベルに制限し、既存漁場外での操業を行わないこと、及び

科学オブザーバーの 100％乗船が義務付けられている。 
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キンメダイ（南インド洋）の資源の現況（要約表） 

資源水準 高位 

資源動向 減少 

世界の漁獲量 
（最近 5 年間） 

3,149～5,248 トン 
最近（2018）年：3,149 トン 
平均：4,142 トン（2014～2018 年） 

我が国の漁獲量 
（最近 5 年間） 

452～2,396 トン 
最近（2018）年：1,366 トン 
平均：1,649 トン（2014～2018 年） 

管理目標 未定 

資源評価の方法 年齢構成プロダクションモデル 

資源の状態 

資源評価結果によれば、産卵親魚量は
MSY レベルより十分に大きく、漁獲圧
も MSY レベルより低い。ただしデー
タ不足による不確実性がある。 

管理措置 

SIOFA 保存管理措置 
・漁獲量・努力量を過去の平均レベル

以下に制限 
・既存漁場外の操業を禁止 
・科学オブザーバーの 100％乗船 

管理機関・関係機関 SIOFA 

最近の資源評価年 2020 年 

次回の資源評価年 未定 
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